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今
号
の
主
な
内
容

東
日
本
大
震
災
―
お
見
舞
い
と
義
援
金
の
お
願
い

東
日
本
大
震
災

義
援
金
の
お
願
い

全
高
Ｐ
連
会
長

髙
　
間
　
專
　
逸

〈
趣
意
書
〉

す
で
に
報
道
さ
れ
て
お
り

ま
す
よ
う
に
、
東
北
地
方
太

平
洋
沿
岸
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
と
い
う

千
年
に
一
度
の
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
、
こ
の
地
震
に

伴
う
巨
大
津
波
が
太
平
洋
沿

岸
を
襲
い
ま
し
た
。
こ
の
災

害
に
よ
っ
て
多
く
の
方
が
被

災
さ
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
、

避
難
さ
れ
た
方
の
数
は
史
上

希
に
み
る
状
況
で
す
。
ま
た
、

家
屋
、
公
共
施
設
を
は
じ
め
、

自
治
体
そ
の
も
の
が
流
さ
れ
、

そ
し
て
多
く
の
市
町
村
が
壊

滅
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

全
高
Ｐ
連
と
し
て
、こ
の
よ

う
な
災
害
に
遭
わ
れ
た
高
等

学
校
、
高
校
生
及
び
保
護
者
、

教
育
関
係
機
関
に
対
し
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み

て
、
全
高
Ｐ
連
は
広
く
義
援

金
を
募
り
、
東
北
地
区
を
中

心
と
し
た
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
に
贈
呈
し
、
教
育
支

援
の
た
め
活
用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
義
援
金
の
募
集
を
決

定
し
ま
し
た
。
本
趣
意
書
に

ご
賛
同
い
た
だ
い
て
、
全
高

Ｐ
連
の
義
援
金
募
集
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大

震
災
」
は
、
東
北
・
関
東
地

方
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
な
ら

び
に
巨
大
津
波
に
よ
っ
て
被

災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
想
定
を
上
回
る
大
津
波

で
は
多
く
の
方
々
が
亡
く
な

り
、
そ
の
中
に
は
我
々
の
仲

間
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
や
子

ど
も
た
ち
も
含
ま
れ
て
お

り
、
今
だ
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
る
方
々
も
い
ま
す
。
被

災
の
実
態
や
被
災
者
の
消
息

が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
に

は
、
さ
ら
に
長
い
時
間
が
か

か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
復
興
に
向

け
た
動
き
が
始
ま
り
、
国
内

は
も
と
よ
り
、
世
界
中
か
ら

支
援
の
手
が
向
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
今
こ
そ

心
を
一
つ
に
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者

の
み
な
さ
ま
や
学
校
を
し
っ

か
り
と
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
資
金
的
支
援
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
全
高

Ｐ
連
の
募
金
活
動
に
何
と
ぞ

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
申
し
上
げ
ま
す
。

義援金受付方法

①都道府県市高等学校ＰＴＡ連合会で集約

②単位ＰＴＡから直接→高Ｐ連の義援金口座

③振込先：三菱東京ＵＦＪ銀行　上野中央支店（店番号０６５）普通口座

口座番号：００６５９１１

口座名義（カナ）：シャダンホウジン　ゼンコクコウトウガッコウ

ピーテイーエーレンゴウカイ　ヒガシニホンダイシンサイ

（漢字）：社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会

　　　　東日本大震災義援金口　会長　髙間　專逸

＊振込手数料を差し引いて入金をお願いします。
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＊
高
校
生
の
現
状
の
概

要
＊
保
護
者
の
結
果
は
高

校
生
の
現
状
と
比
較

し
て
記
載

＊
こ
こ
で
は
、
特
徴
的

な
結
果
の
み
を
紹
介

■
生
活
の
現
状

一
．
高
校
二
年
生
の
家
庭
学

習
時
間（
塾
の
勉
強
時
間

を
含
む
）

・
帰
宅
後
の
学
習
時
間
は
、

「
ま
っ
た
く
勉
強
し
な

い
」が
半
数
を
超
え（
男
子

５９．３
％
、
女
子

５５．１
％
）に
も
達

し
、
６０
％
弱
の
生
徒
が
帰

宅
後
全
く
勉
強
し
て
い

な
か
っ
た
。

・
高
校
二
年
生
全
体
の
一

日
の
帰
宅
後
の
平
均
学

習
時
間
（
塾
で
の
勉
強

時
間
を
含
む
）
は
男
子

３５
分
、
女
子
３６
分
と
男

女
と
も
著
し
く
短
か
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
の
結
果
よ
り
、

学
校
側
の
指
導
内
容
に

対
す
る
検
討
だ
け
で
な

く
、
高
校
生
自
身
の
能

動
的
学
習
態
度
の
育
成

が
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

二
．
高
校
二
年
生
の
授
業
理

解
度
「
授
業
に
つ
い
て

い
け
る
か
？
」

・「
つ
い
て
い
け
な
い
こ
と

が
よ
く
あ
る
」と
い
う
生

徒
は
男
女
と
も
２５
％
前

後
に
達
し
て
い
た（
男
子

２４．４
％
、
女
子

２６．８
％
）
。

・
昨
年
度
、
実
施
の
全
国
調

査
で
も
全
く
同
様
の
結

果
が
得
ら
れ
再
現
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
近
年

の
高
等
学
校
の
授
業
に

対
す
る
憂
慮
す
べ
き
実

態
を
示
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
意
欲
の
状
況
「
あ
な
た

が
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？
」

・
意
欲
の
状
況（
高
校
生
）：

内
容
に
関
わ
ら
ず
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
「
特
に
な
い
」
と

回
答
し
た
生
徒
が
２０
～

２５
％（
男
子
９．０
％
、
女
子

２４．７
％
）と
生
徒
の
４
～
５

人
に
１
人
の
割
合
に
達

し
て
い
た
。

・
内
訳

：

一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
の
う

ち
、
最
も
多
か
っ
た
の

は
、
「
部
活
」
で
、
４０
％

前
後
（
男
子

４５．３
％
、
女
子

３７．４
％
）
で
あ
っ
た
。「
勉

強
」
と
回
答
し
た
生
徒

は
、
男
女
と
も
５
％
弱

（
男
子

４．５
％
、
女
子

４．９
％
）

の
と
ど
ま
っ
た
。

・
意
欲
の
状
況（
保
護
者
）：

内
容
に
関
わ
ら
ず
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
「
特
に
な
い
」

と
回
答
し
た
人
が
１０
％

前
後（
男
性

５．９
％
、
女
性

１１．６
％
）と
高
校
生
に
比

べ
る
と
意
欲
の
な
い
人

の
割
合
は
半
分
以
下
で

あ
っ
た
。

・
内
訳

：

一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
の
う

ち
、
最
も
多
か
っ
た
の

は
、
男
女
と
も
「
仕
事
」

で
あ
っ
た
が
、
割
合
は

異
な
り
男
性

６４．４
％
女
性

３２．８
％
で
あ
っ
た
。「
子
育

て
」と
回
答
し
た
保
護
者

は
、
女
性
で
は

２７．４
％
と

三
割
近
か
っ
た
が
、
男

性
で
は
９．４
％
と
ど
ま
っ

て
い
た
。

■
ケ
ー
タ
イ
・
パ
ソ
コ
ン
使

用
の
現
状

四
．
ケ
ー
タ
イ
使
用
開
始
年

齢
・
ケ
ー
タ
イ
所
持
率

：

高
校

二
年
生
の
ケ
ー
タ
イ
所

有
率
は
男
子

９６．１
％
、
女
子

９８．６
％
と
ほ
ぼ
全
員
の
生

徒
が
所
有
し
て
い
た
。

・
ケ
ー
タ
イ
使
用
開
始
年

齢

：

所
有
し
て
い
る
生

徒
の
ケ
ー
タ
イ
使
用
開

始
年
齢
を
調
べ
た
。
男
子

で
は
、
最
も
多
か
っ
た
の

が
、
高
校
生
に
な
っ
て
か

ら
で
男
子

４３．８
％
、
次
が
中

学
生
時
代
で
男
子

３９．７
％

で
あ
っ
た
。
一
方
、
女
子

で
は
、
中
学
時
代
が
最

も
多
く
女
子

４２．０
％
、
高
校

生
に
な
っ
て
か
ら
は
女

子
３５．５
％
で
、
男
子
よ
り
女

子
の
方
が
全
体
的
に
は

早
く
携
帯
電
話
所
持
し

始
め
て
い
た
。
ま
た
、
小

学
校
入
学
前
と
い
う
極
め

て
早
期
に
所
持
し
て
い
る

も
の
も
男
子

１．０
％
、
女
子

０．２
％
と
わ
ず
か
で
は
あ
る

が
存
在
し
て
い
た
。

五
．
ケ
ー
タ
イ
使
用
状
況

・
ケ
ー
タ
イ
使
用
時
間

：

一
日
の
ケ
ー
タ
イ
使
用

時
間（
見
て
い
る
時
間
も

含
め
て
）は
、
男
子

３．３
時

間
、
女
子
４．５
時
間
で
、
前

述
の
家
庭
学
習
時
間
に

比
べ
る
と
極
め
て
長
時

間
で
あ
り
、
女
子
の
方
が

長
時
間
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
昨
年
度
の
調
査
結
果

と
比
べ
る
と
、
家
庭
学
習

時
間
は
減
少
し
、
ケ
ー
タ

イ
使
用
時
間
は
増
加
す

る
と
い
う
結
果
が
観
察

さ
れ
た
。

・
ケ
ー
タ
イ
登
録
人
数
、
連

絡
実
人
数

：

ケ
ー
タ
イ
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
数

を
尋
ね
た
。
平
均
す
る
と

男
子
は
７１
人
で
、
女
子
は

平
成
二
十
二
年
度
高
校
生
の
生
活
・
意
識
調
査
結
果
概
要

平
成
二
十
二
年
度
高
校
生
の
生
活
・
意
識
調
査
結
果
概
要

健
全
育
成
委
員
会

本
年
度
の
調
査
は
、
文
部
科
学
省
委
託
事
業
と
し
て
健
全
育

成
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
京
都
大
学
准
教
授
木
原
雅
子
先
生

を
委
員
長
と
す
る
協
力
者
委
員
会
の
企
画
に
よ
っ
て
実
施
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
昨
年
８
月
末
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て
、
全

国
４５
校
の
生
徒
と
そ
の
保
護
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
実
施
し
、

調
査
結
果
の
分
析
は
木
原
雅
子
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ

こ
に
紹
介
す
る
記
事
は
紙
面
の
都
合
で
一
部
分
の
み
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

対
象
者
一

：

高
校
二
年
生

対
象
者
数（
分
析
対
象
者
数
）

：

高
校
二
年
生
３
，
４
３
９
人

（
男
子
１
，
５
７
５
人
、
女
子
１
，
８
６
４
人
）

（
但
し
、
性
別
不
明
３９
件
、
矛
盾
回
答
４
件
、
途
中
放
棄
８

件
は
分
析
対
象
外
）

対
象
者
二

：

高
校
二
年
生
の
保
護
者

対
象
者
数
（
分
析
対
象
者
数
）

：
高
校
二
年
生
保
護
者

２
，
９
４
２
人
（
男
性

３２０
人
、
女
性
２
，
６
２
２
人
）

（
但
し
、
性
別
不
明
１５
件
、
途
中
放
棄
３２
件
は
分
析
対
象
外
）
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８７
人
と
極
め
て
多
数
の

人
数
が
登
録
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
う
ち
よ
く
連
絡

す
る
人
数
は
、
平
均
す
る

と
男
子
１３
人
、
女
子
１１
人

と
１０
人
程
度
で
あ
っ
た
。

六
．
ケ
ー
タ
イ
使
用
内
容
・

依
存
度

・
ケ
ー
タ
イ
使
用
内
容

：

ケ
ー
タ
イ
で
一
番
利
用

す
る
の
は
何
か
利
用
の

内
容
を
尋
ね
た
。
男
女
と

も
最
も
多
か
っ
た
の
が
、

「
メ
ー
ル
を
す
る
」
で
男

子
５３．５
％
、
女
子

５１．７
％
と
半

数
を
超
え
て
い
た
。
そ
の

他
、
使
用
が
１０
％
を
越
え

て
い
た
も
の
は
、｢m

ix
i

、

モ
バ
ゲ
ー
、G

R
E

E

、

tw
itte

r

な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
サ
イ
ト
利
用｣

が

男
子

１５．２
％
、
女
子

１４．０
％

で
、
女
子
で
は
こ
の
他

に
、｢

Ｈ
Ｐ
を
見
る｣

が

１１．４
％
、｢

ブ
ロ
グ
を
す
る｣

が
１１．０
％
で
あ
り
、
男
女
と

も
通
話
利
用
は
ほ
と
ん
ど

な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

・
ケ
ー
タ
イ
依
存
度

：

｢

ケ
ー
タ
イ
を
家
に
置
き

忘
れ
て
外
出
。
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
に
な
る
か
？｣

を
尋
ね
た
。｢

何
と
も
思

わ
な
い｣

と
い
う
非
依
存

群
は
男
子

３１．８
％
、
女
子

２０．８
％
で
、｢

不
便
だ
と
思

う｣

と
い
う
機
能
的
依
存

群
は
男
子

３９．７
％
、
女
子

４０．０
％
と
男
女
と
も
４０
％

前
後
で
最
も
高
率
で

あ
っ
た
。
残
り
は
精
神

的
依
存
群
で
あ
る
が
、

そ
の
割
合
は
男
子
に
比

べ
、
女
子
の
方
が
高
率
で

あ
っ
た
。

七
．
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
状
況
①

・
パ
ソ
コ
ン（
Ｐ
Ｃ
）及
び

ケ
ー
タ
イ
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス（m
ix

i

、
モ
バ
ゲ
ー
、

G
R

E
E

、tw
itter

な
ど
）

・
利
用
状
況

：

男
子

５６．３
％
、

女
子

５２．１
％
と
半
数
以
上

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て

お
り
、
生
徒
た
ち
に
一
般

化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
時
間

：

利
用

時
間
は
、
平
均
す
る
と
男

子
１．９
時
間
、
女
子

２．２
時
間

で
男
女
と
も
２
時
間
近

く
に
達
し
て
い
た
。

・
利
用
頻
度
の
高
い
サ
イ

ト

：

男
女
と
も｢

モ
バ

ゲ
ー｣

が
一
番
多
く
男
子

３５．０
％
で
、
女
子

２３．２
％
で

あ
っ
た
。
女
子
は
そ
の
ほ

か
にm

ix
i

利
用

１１．５
％
、

G
R

E
E

利
用

１１．４
％
と
男
子

に
比
べ
モ
バ
ゲ
ー
だ
け

に
集
中
し
て
い
な
か
っ

た
。
高
校
生
で
のT

w
itter

利
用
は
ま
だ
数
％
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
若
者
で
も

年
齢
に
よ
っ
て
サ
イ
ト
利

用
状
況
が
異
な
る
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た
。

・
サ
イ
ト
で
の
交
流
人
数
：

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
交
流
し
て
い

る
人
数
を
尋
ね
た
。
平

均
す
る
男
子
で
８５
人
、
女

子
で
３３
人
と
、
男
子
の

方
が
圧
倒
的
に
多
数
で

あ
っ
た
。

八
．
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
状
況
②

・
パ
ソ
コ
ン（
Ｐ
Ｃ
）所
持

率

：

自
分
専
用
を
持
っ
て

い
る
生
徒
は
男
子

１９．９
％
、

女
子

１２．８
％
と
１０
～
２０
％

程
度
で
あ
っ
た
が
、｢

家

族
共
有
の
パ
ソ
コ
ン
使

用｣

は
男
子

６１．５
％
、
女
子

７１．５
％
と
か
な
り
の
高
率

で
あ
っ
た
。

・
パ
ソ
コ
ン
利
用
内
容

：

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
」

が
最
も
多
く
男
子

３４．９
％
、

女
子

４１．２
％
で
あ
り
、
前
述

の
ケ
ー
タ
イ
で
の
利
用

状
況
か
ら
見
る
と
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
利
用
は
主
に
ケ
ー

タ
イ
で
行
わ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

■
各
種
リ
ス
ク
行
動

九
．
各
種
リ
ス
ク
行
動
と
学

外
行
動

・
各
種
リ
ス
ク
行
動（
高
校

生
）：
高
校
二
年
生
の
喫

煙
、
飲
酒
、
薬
物
使
用
、
向

精
神
薬
使
用
、
性
関
係
、

万
引
き
、
暴
力（
加
害
・
被

害
）、
い
じ
め（
加
害
・
被

害
）、
ネ
ッ
ト
い
じ
め（
加

害
・
被
害
）、
自
傷
行
為
、

ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て

尋
ね
た
。
睡
眠
薬
・
精

神
安
定
剤
等
の
向
精
神

薬
の
使
用
は
男
子

３．０
％
、

女
子

５．２
％
と
少
な
か
ら

ず
存
在
し
た
。
大
麻
等
違

法
薬
物
は
、
１
％
未
満
で

少
数
で
あ
っ
た
が
、
使
用

者
が
存
在
し
て
い
た
。
性

経
験
率
は
男
子

１３．９
％
、
女

子
１５．１
％
で
あ
り
５
～
６

年
前
に
比
べ
る
と
低
下

傾
向
が
観
察
さ
れ
た
。
い

じ
め
被
害
は
男
子

１６．０
％
、

女
子

２４．９
％
で
女
子
の
方

が
高
率
で
あ
り
、
自
傷
行

為
は
男
子

３．２
％
、
女
子

１０．２
％
と
女
子
が
高
い
傾

向
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
割
合
は
学
校

に
よ
り
大
き
な
差
が
あ

り
、
学
校
に
よ
っ
て
は
い

じ
め
被
害
が
５０
％
、
自
傷

行
為
が
３０
％
を
超
え
る

学
校
も
存
在
し
た
。

■
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
自
己

肯
定
感
、
他
者
共
感
、

社
会
性
、
問
題
処
理
力

十
．
精
神
的
健
康

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不

健
康
状
態（
高
校
生
）：「
激

し
い
怒
り
の
頻
度
」
は
、

｢

よ
く
あ
る｣

と
回
答
し

た
生
徒
が
男
子

１１．４
％
、
女

子
１３．５
％
で
、｢

孤
独
感
の

頻
度｣

は
、｢

よ
く
あ
る｣

と
回
答
し
た
生
徒
が
男

子
９．１
％
、
女
子

１５．５
％
で
、

｢

絶
望
感
の
頻
度｣

が｢

よ

く
あ
る｣

と
回
答
し
た
生

徒
が
男
子

１０．８
％
、
女
子

１３．８
％
で
、
い
ず
れ
も
１
０

人
に
１
人
の
生
徒
が
不

健
康
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
様
相
を
呈
し
て
お

り
、
わ
ず
か
で
は
あ
る

が
女
子
の
方
が
高
率
で

あ
っ
た
。｢

強
い
喜
び
の
感

情
の
頻
度｣

で
は
、｢

ま
っ

た
く
な
か
っ
た｣

は
男
子

５．７
％
、
女
子

１．８
％
と
先
ほ

ど
と
は
逆
に
男
子
が
高
率

で
あ
っ
た
。

十
一
．
自
他
に
対
す
る
意
識 

・
自
己
肯
定
感（
高
校
生
）：

「
自
分
に
は
欠
点
が
あ

る
か
？
」
を
尋
ね
た
。

「
と
て
も
あ
る
」
が
男
子

６１．８
％
、
女
子

７１．６
％
で
最

多
で
あ
っ
た
が
、｢

ま
っ

た
く
な
い｣

｢

あ
ま
り
な

い｣

と
回
答
し
た
群
が

男
子

６．６
％
、
女
子

１．５
％

と
少
な
か
ら
ず
存
在
し

て
い
た
。
一
方
「
自
分

に
は
い
い
と
こ
ろ
が
あ

る
か
？
」
と
い
う
質
問

に
は
「
少
し
あ
る
」

が
男
子

５２．１
％
、
女
子

５４．８
％
と
最
多
で
あ
っ
た

が
、｢

ま
っ
た
く
な
い｣

と
回
答
し
た
群
が
男
子

７．０
％
、
女
子

６．０
％
と
無
視

で
き
な
い
割
合
存
在
し
て

い
た
。

・
自
己
肯
定
感（
保
護
者
）

：

「
自
分
に
は
欠
点
が
あ

る
か
？
」
を
尋
ね
た
。

「
と
て
も
あ
る
」
が
男
性

４４．１
％
、
女
性

５２．０
％
と
高

校
生
に
比
べ
２０
％
以
上

低
く
、｢

ま
っ
た
く
な
い｣

｢

あ
ま
り
な
い｣

と
回
答

し
た
群
が
男
性

４．７
％
、

女
性
２．１
％
と
高
校
生
同

様
少
な
か
ら
ず
存
在
し

て
い
た
。
一
方
「
自
分

に
は
い
い
と
こ
ろ
が
あ

る
か
？
」
と
い
う
質
問

に
は
「
少
し
あ
る
」
が

男
性

７６．９
％
、
女
性

７２．８
％

と
最
多
で
高
校
生
よ
り
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も
２０
％
程
度
高
率
で
あ

り
、｢

ま
っ
た
く
な
い｣

と
回
答
し
た
群
が
男
性

０．３
％
、
女
性

０．５
％
と
極

め
て
低
率
で
あ
り
、
保
護

者
と
比
べ
る
と
高
校
生

の
方
が
自
己
肯
定
感
が

低
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

・
作
り
笑
い
頻
度
（
高
校

生
）

：「
お
か
し
く
な
く
て

も
、
友
だ
ち
の
前
で
無

理
し
て
笑
う
こ
と
が
あ

る
か
？
」
と
い
う
質
問

を
し
た
。「
よ
く
あ
る
」

と
い
う
高
頻
度
群
は
男

子
１７．０
％
で
、
女
子

１８．３
％
で

約
二
割
弱
程
度
存
在
し

て
い
た
。

・
作
り
笑
い
頻
度
（
保
護

者
）

：

「
お
か
し
く
な
く

て
も
、
人
の
前
で
無
理

し
て
笑
う
こ
と
が
あ
る

か
？
」
と
い
う
質
問
を
し

た
。「
よ
く
あ
る
」
と
い
う

高
頻
度
群
は
男
性

７．２
％

で
、
女
性

１３．８
％
で
約
一

割
前
後
と
高
校
生
の
約

半
分
程
度
存
在
し
て
い

た
。
こ
の
こ
と
よ
り
保

護
者
に
比
べ
る
と
高
校

生
の
方
が
周
囲
に
気
を

使
う
ス
ト
レ
ス
の
多
い

精
神
状
況
で
あ
る
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
た
。

・
本
気
で
心
配
し
て
く
れ
る

人
の
存
在
の
有
無（
高
校

生
）

：

「
あ
な
た
の
こ
と

を
本
気
で
心
配
し
て
く

れ
る
人
が
い
る
か
？
」

と
い
う
質
問
を
し
た
。

「
い
る
」
と
断
言
し
た
生

徒
は
男
子

３１．９
％
で
、
女

子
４２．４
％
で
約
三
～
四
割

で
あ
っ
た
。
一
方｢

い
な

い｣

と
回
答
し
た
生
徒
は

男
子
５．１
％
、
女
子

２．７
％

と
少
な
か
ら
ず
存
在
し

て
い
た
。

・
本
気
で
心
配
し
て
く
れ
る

人
の
存
在
の
有
無（
保
護

者
）

：「
あ
な
た
の
こ
と
を

本
気
で
心
配
し
て
く
れ

る
人
が
い
る
か
？
」
と

い
う
質
問
を
し
た
。「
い

る
」
と
断
言
し
た
保
護

者
は
男
性

５９．４
％
で
、
女

性
７１．６
％
で
約
六
～
七
割

で
あ
り
、
高
校
生
に
比
べ

る
と
二
倍
近
い
高
率
で

あ
っ
た
。
一
方
、
今
回
の

対
象
の
生
徒
の
う
ち
、
保

護
者
が
い
な
い
生
徒
は

５
％
前
後
は
存
在
す
る

が
、
保
護
者
が
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
気
で
心

配
し
て
く
れ
て
い
る
大

人
が
い
る
と
い
う
実
感

を
持
っ
て
い
な
い
生
徒

が
相
当
数
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
は
親
子
関
係

の
希
薄
化
等
憂
慮
す
べ

き
事
態
の
可
能
性
が
示

さ
れ
た
。

・
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る

場
（
高
校
生
）

：｢

あ
な
た

が
一
番
自
分
ら
し
く
過

ご
せ
る
の
は
い
つ
（
ど

こ
）
？｣

を
尋
ね
た
。
男

女
と
も
最
多
は｢

友
だ

ち
と
い
る
と
き｣

で
男

子
３２．３
％
、
女
子

２８．５
％
と

３０
％
前
後
の
生
徒
が
友

人
と
い
る
と
き
を
選
ん

で
い
た
。
女
子
で
は
次

は｢

家
族
と
一
緒
の
と

き｣

２２．７
％
、｢

家
で
一
人

で
い
る
と
き｣

２０．８
％
で

あ
っ
た
。
男
子
で
は
二

番
目
は｢

家
で
一
人
で
い

る
と
き｣

１９．０
％
、
次
が

｢

趣
味
に
没
頭
し
て
い
る

と
き｣

１７．０
％
と
続
い
た
。

｢
自
分
ら
し
く
過
ご
せ

る
こ
と
は
ま
っ
た
く
な

い｣

は
男
子

２．０
％
、
女
子

１．０
％
と
低
率
で
は
あ
る

が
、
居
場
所
の
な
い
生
徒

の
存
在
が
示
さ
れ
た
。

十
二
．
問
題
対
処
力

・
問
題
対
処
力
ス
コ
ア（
高

校
生
）

：

①
「
一
度
失
敗

し
て
も
次
は
上
手
く
い

く
よ
う
に
工
夫
す
る
」

②｢

困
っ
た
と
き
は
自
分

が
で
き
る
こ
と
を
ま
ず

や
る｣

③｢

困
っ
た
と
き

は
様
々
な
角
度
か
ら
考

え
る｣

④｢

失
敗
し
た
と

き
に
自
分
の
ど
こ
が
悪

か
っ
た
か
を
考
え
る｣

と

い
う
設
問
に
対
し
、｢

と

て
も
あ
て
は
ま
る｣

か
ら

｢

ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら

な
い｣

ま
で
の
五
段
階
の

回
答
に
５
点
か
ら
１
点

ま
で
を
与
え
、
そ
れ
を

合
計
し
て
問
題
対
処
力

と
し
て
算
出
し
た
。
合

計
点
は
４
点
か
ら
２０
点

の
範
囲
で
あ
る
が
、
４

～
１１
点
を
問
題
処
理
力

の
弱
い
群
、
１２
～
１６
点

を
問
題
処
理
力
の
中
等

度
群
、
１７
～
２０
点
を
問

題
対
処
力
の
高
い
群
と

分
類
し
た
。
問
題
処
理

力
が
高
い
群
は
、
男
子

２４．７
％
、
女
子

２０．０
％
と
４

～
５
人
に
１
人
の
割
合

で
あ
っ
た
。
逆
に
問
題

対
処
力
の
弱
い
群
は
、

男
子

９．６
％
、
女
子

１１．３
％

と
男
女
と
も
一
割
程
度

存
在
し
た
。

・
間
違
い
指
摘
に
対
す
る

態
度
（
高
校
生
）

：｢

自
分

の
間
違
い
を
注
意
さ
れ

る
と
ど
の
よ
う
な
気
持

ち
に
な
る
か
？｣

を
尋

ね
た
。
男
子
で
は
、
最

多
は｢

納
得
す
る｣

１９．６
％

で
あ
っ
た
が
、
女
子

の
最
多
は｢

落
ち
込
む｣

２４．８
％
で
あ
っ
た
。｢

自
分

が
否
定
さ
れ
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
る｣

が
男

子
６．０
％
、
女
子

８．６
％
と

少
な
か
ら
ず
存
在
し
、

注
意
す
る
こ
と
の
難
し

さ
の
一
端
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

十
三
．
他
者
や
周
囲
へ
の
共

感
性

・
共
感
性
尺
度（
高
校
生
）

：

①
「
親
し
く
な
い
人
で

も
、
泣
い
て
い
た
ら
と

て
も
気
に
な
る
」
②「
し

つ
こ
く
か
ら
か
わ
れ
て

い
る
人
を
見
る
と
、
か

ら
か
っ
て
い
る
人
に
対

し
て
腹
が
立
つ
」
③「
仲

間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
い

る
人
を
見
る
と
か
わ
い

そ
う
に
な
る
」
な
ど
、

類
似
三
項
目
の
質
問
を

し
た
。
各
項
目
を
「
自

分
に
よ
く
あ
て
は
ま

る
」
か
ら「
自
分
と
は
全

く
違
う
」
ま
で
の
五
段

階
で
点
数
化
し
、
最
低

３
点
か
ら
最
高
点
１５
点

で
、
生
徒
の
点
数
の
分

布
を
調
べ
た
。

・
３
～
８
点
を
共
感
性
低
い

群
、
９
～
１２
点
を
共
感

性
普
通
群
、
１３
～
１５
点

を
共
感
性
高
い
群
と
定

義
し
た
。
共
感
性
高
い

群
は
、
男
子

２８．７
％
、
女
子

３５．５
％
と
女
子
の
方
が
他

者
へ
の
共
感
意
識
が
高

い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

・
共
感
性
尺
度（
保
護
者
）

：

①
「
親
し
く
な
い
人
で

も
、
泣
い
て
い
た
ら
と
て

も
気
に
な
る
」
②「
仲
間

は
ず
れ
に
さ
れ
て
い
る

人
を
見
る
と
か
わ
い
そ

う
に
な
る
」
な
ど
、
類

似
二
項
目
の
質
問
を
し

た
。
各
項
目
を
「
自
分

に
よ
く
あ
て
は
ま
る
」

か
ら
「
自
分
と
は
全
く

違
う
」
ま
で
の
五
段
階

で
点
数
化
し
、
最
低
２

点
か
ら
最
高
点
１０
点

で
、
保
護
者
の
点
数
の

分
布
を
調
べ
た
。

・
２
～
６
点
を
共
感
性
低
い

群
、
７
～
８
点
を
共
感

性
普
通
群
、
８
～
１０
点

を
共
感
性
高
い
群
と
定

義
し
た
。
共
感
性
高
い

群
は
、
男
性

３６．３
％
、
女

性
４２．５
％
と
高
校
生
同
様

女
性
の
方
が
他
者
へ
の

共
感
意
識
が
高
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
。

十
四
．
社
会
性

・
社
会
性
尺
度（
高
校
生
）

：

①「
身
の
回
り
の
整
理
整

頓
は
き
ち
ん
と
す
る
」

②
「
学
校
の
規
則
は
守
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る
」
な
ど
、
類
似
二
項

目
の
質
問
を
し
た
。

各
項
目
を
「
自
分
に
よ

く
あ
て
は
ま
る
」
か
ら

「
自
分
と
は
全
く
違

う
」
ま
で
の
五
段
階
で

点
数
化
し
、
最
低
２
点

か
ら
最
高
点
１０
点
で
、

生
徒
の
点
数
の
分
布
を

調
べ
た
。

・
２
～
５
点
を
社
会
性
低
い

群
、
６
～
８
点
を
社
会

性
普
通
群
、
９
～
１０
点

を
社
会
性
高
い
群
と
定

義
し
た
。
社
会
性
低
い
群

は
、
男
子
十

９．７
％
、
女
子

２０．７
％
と
約
２０
％
前
後
の
生

徒
が
社
会
性
が
低
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
。

・
社
会
性
尺
度（
保
護
者
）

：

①「
身
の
回
り
の
整
理
整

頓
は
き
ち
ん
と
す
る
」

②「
約
束
の
時
間
は
必
ず

守
る
」
な
ど
、
類
似
二

項
目
の
質
問
を
し
た
。

各
項
目
を
「
自
分
に
よ

く
あ
て
は
ま
る
」
か

ら
「
自
分
と
は
全
く
違

う
」
ま
で
の
五
段
階
で

点
数
化
し
、
最
低
２
点

か
ら
最
高
点
１０
点
で
、

保
護
者
の
点
数
の
分
布

を
調
べ
た
。

・
２
～
５
点
を
社
会
性
低

い
群
、
６
～
８
点
を
社

会
性
普
通
群
、
９
～
１０

点
を
社
会
性
高
い
群
と

定
義
し
た
。
社
会
性
低

い
群
は
、
男
性

４．９
％
、

女
子

６．６
％
と
約
５
％
前

後
で
あ
っ
た
。
質
問
内

容
が
若
干
異
な
る
た
め
、

単
純
な
比
較
は
で
き
な
い

が
、
保
護
者
に
比
べ
高
校

生
の
方
が
社
会
性
が
低
い

こ
と
が
示
さ
れ
た
。

十
五
．
規
範
性

・
規
範
意
識（
高
校
生
）

：

①

「
買
い
物
な
ど
の
列
に
並

ぶ
と
き
途
中
か
ら
割
り

込
む
こ
と
」
②「
遅
刻
や

提
出
物
忘
れ
の
と
き
嘘

を
つ
い
て
言
い
訳
す
る

こ
と
」な
ど
、
類
似
五
項

目
の
質
問
を
し
た
。
各

項
目
を「
自
分
に
よ
く
あ

て
は
ま
る
」
か
ら「
自
分

と
は
全
く
違
う
」、「
ど
う

で
も
い
い
」を
０
点
と
し

て
五
段
階
で
点
数
化
し
、

最
低
０
点
か
ら
最
高
点
２５

点
で
、
生
徒
の
点
数
の
分

布
を
調
べ
た
。

・
０
～
１０
点
を
規
範
意
識
低

い
群
、
１１
～
２０
点
を
規

範
意
識
普
通
群
、
２１
～

２５
点
を
規
範
意
識
高
い

群
と
定
義
し
た
。
規
範

意
識
低
い
群
は
、
男
子

１８．１
％
、
女
子

８．７
％
と
男

子
生
徒
の
方
が
規
範
意

識
が
低
い
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

・
規
範
意
識
（
保
護
者
）

：

①「
買
い
物
な
ど
の
列
に

並
ぶ
と
き
途
中
か
ら
割

り
込
む
こ
と
」
②
「
遅

刻
や
提
出
物
忘
れ
の
と

き
嘘
を
つ
い
て
言
い
訳

す
る
こ
と
」
な
ど
、
類

似
五
項
目
の
質
問
を
し

た
。
各
項
目
を
「
自
分

に
よ
く
あ
て
は
ま
る
」

か
ら
「
自
分
と
は
全
く

違
う
」
、「
ど
う
で
も
い

い
」
を
０
点
と
し
て
五

段
階
で
点
数
化
し
、
最

低
０
点
か
ら
最
高
点
２５

点
で
、
保
護
者
の
点
数

の
分
布
を
調
べ
た
。

・
０
～
１０
点
を
規
範
意
識

低
い
群
、
１１
～
２０
点
を

規
範
意
識
普
通
群
、
２１

～
２５
点
を
規
範
意
識
高

い
群
と
定
義
し
た
。

規
範
意
識
低
い
群
は
、

男
性

２．３
％
、
女
性

０．８
％

で
あ
っ
た
。
規
範
意
識

は
高
校
生
の
方
が
極
め

て
低
い
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
よ
り
親
の

規
範
意
識
が
子
ど
も
に
伝

え
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
た
。

十
六
．
高
校
生
の
周
囲
と
の

人
間
関
係

・
周
囲
と
の
人
間
関
係（
高

校
生
）

：
友
だ
ち
、
先

生
、
女
性
保
護
者
、
女

性
保
護
者
に
つ
い
て「
そ

の
人
を
心
か
ら
信
じ
ら

れ
る
か
？
」
と
い
う
信

頼
感
を
尋
ね
た
。｢

と

て
も
そ
う
思
う｣

と
回

答
し
た
信
頼
感
を
強
く

感
じ
て
い
る
生
徒
が
、

友
人
で
は
、
男
子

４２．６
％
、

女
子

５１．０
％
、
先
生
で
は
、

男
子

２０．１
％
、
女
子

１９．９
％
、

女
性
保
護
者
で
は
男
子

３８．８
％
、
女
子

５２．９
％
、
男

性
保
護
者
で
は
男
子

３１．７
％
、
女
子

３４．１
％
と
い

う
結
果
で
心
か
ら
信
じ

ら
れ
る
の
は
男
子
で
は

友
人
、
女
性
保
護
者
、

男
性
保
護
者
、
先
生
の

順
で
、
女
子
で
は
女
性

保
護
者
、
友
人
、
男
性

保
護
者
、
先
生
の
順
で

あ
っ
た
。

十
七
．
保
護
者
の
子
ど
も
に

対
す
る
態
度

・
各
質
問
に
対
し｢

と
て

も
そ
う
思
う｣
と
回
答

し
た
保
護
者
の
割
合
を

示
す
。
①「
と
て
も
過
保

護
だ
と
思
う
」
と
回
答

し
た
の
は
男
性

９．７
％
、

女
性

８．２
％
と
約
１０
％
弱

で
あ
っ
た
。
②｢

子
ど

も
の
話
を
聞
く
の
が
と

て
も
好
き
で
あ
る｣

は

男
性

３５．３
％
、
女
性

５７．２
％

で
あ
っ
た
。
③「
子
ど
も

と
一
緒
に
い
る
の
は
と

て
も
楽
し
い
」
は
男
性

３７．８
％
、
女
性

５３．０
％
で
、

④「
子
ど
も
の
い
い
と
こ

ろ
で
な
く
悪
い
こ
と
ば

か
り
目
に
付
く
」
は
男

性
６．３
％
、
女
性

５．２
％
で

あ
っ
た
。
⑤「
子
ど
も
の

考
え
を
真
剣
に
理
解
し

よ
う
と
し
て
い
る
」
は

男
性

３３．８
％
。
女
性

３９．８
％

で
、
⑥｢

就
職
先
は
家
か

ら
近
い
と
こ
ろ
に
し
て

ほ
し
い｣

は
男
性

５．６
％
、

女
性

１５．８
％
で
、
⑦
「
子

ど
も
が
自
分
の
言
う
こ

と
を
聞
か
な
い
と
と
て

も
腹
が
立
つ
」
は
男
性

１５．０
％
、
女
性

１２．６
％
で

あ
っ
た
。
一
方
⑧｢

だ
め

な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
子

ど
も
は
宝
だ
と
思
う｣

は

男
性

６５．６
％
、
女
性

７８．４
％
と

七
～
八
割
と
大
多
数
保
護

者
が
そ
の
よ
う
に
感
じ
て

い
た
。

（
文
責
　
木
原
　
雅
子
）
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【
学
校
概
要
】

本
校
は
、
昭
和
十
五
年
に

第
三
東
京
市
立
中
学
校
（
男

子
校
）
と
し
て
設
立
さ
れ
、

昭
和
十
八
年
の
都
制
実
施
に

伴
い
東
京
都
立
豊
島
中
学
校

へ
と
校
名
変
更
後
、
昭
和

二
十
五
年
に
男
女
共
学
の
東

京
都
立
文
京
高
等
学
校
と
な

り
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
卒
業
生
は

二
万
三
千
人
を
超
え
、
昨
年

は
創
立
七
十
周
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。

校
訓
「
至
誠
一
貫
」
は
、

開
校
入
学
式
の
第
一
声
で
あ

り
、
今
で
も
入
学
式
は
こ
の

言
葉
で
始
ま
り
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
、
都
教

育
員
会
か
ら
、「
学
力
向
上

開
拓
推
進
校
」「
部
活
動
推

進
指
定
校
」「
ス
ポ
ー
ツ
教

育
推
進
校
」
と
し
て
、
ま
た

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
振
興
局
か

ら
「
東
京
ア
ス
リ
ー
ト
育
成

推
進
校
」
の
指
定
を
受
け
、

文
字
通
り
文
武
両
道
の
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
特
色
あ
る
教
育
活
動
】

生
徒
が
生
き
生
き
と
活
躍

し
、
活
力
あ
る
学
校
で
あ
り

続
け
る
た
め
部
活
動
と
学
校

行
事
、
そ
し
て
進
学
指
導
の

充
実
は
不
可
欠
で
す
。

本
校
で
は
、
平
成
十
五
年

度
か
ら
二
学
期
制
を
導
入

し
、
二
大
行
事
で
あ
る
体
育

祭
・
紫
雲
祭
（
文
化
祭
）
を

前
期
に
置
く
こ
と
で
、
後
期

は
授
業
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
行
事

の
盛
り
上
が
り
も
素
晴
ら
し

く
、
体
育
祭
は
平
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
保
護
者
や
地
域

の
方
が
多
数
参
観
し
ま
す
。

紫
雲
祭
は
こ
の
数
年
、
二

日
間
で
四
千
人
を
超
え
る
来

場
者
が
あ
り
ま
す
。

本
校
の
部
活
動
は
、
一
・

二
学
年
生
徒
の
九
割
以
上
が

加
入
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

水
泳
部
、陸
上
部
、吹
奏
楽
部

が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
、大
い
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
個
々
の
進
学

希
望
を
叶
え
る
た
め
、
一
年

次
に
セ
ミ
ナ
ー
合
宿
を
実
施

し
、卒
業
生
を
中
心
に
し
た
サ

ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
導

入
、全
生
徒
へ
自
主
学
習
室
の

利
用
を
推
進
し
、
夏
季
休
業

中
に
は
受
験
に
合
わ
せ
た
補

習
授
業
や
自
主
学
習
マ
ラ
ソ

ン
を
企
画
す
る
な
ど
、手
厚
い

指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
第
五
回

目
の
校
内
研
修
大
会
「
文
京

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
教
職
員
全
員
が
、

教
育
活
動
の
成
果
と
課
題
を

共
有
し
互
い
に
検
証
し
合
う

組
織
体
制
を
確
立
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
「
知
の
探
究

の
重
視
等
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先
生

方
の
発
表
も
大
変
熱
が
こ
も

り
、
保
護
者
の
参
加
も
増
え

て
い
ま
す
。
助
言
指
導
の
講

師
の
方
か
ら
「
文
京
高
校
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
先
進
的
な
取

り
組
み
で
あ
り
、
他
の
学
校

に
も
紹
介
し
た
い
」
と
、
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
】

生
徒
が
伸
び
伸
び
と
し
た

学
校
生
活
を
送
り
、
部
活
動

や
学
校
行
事
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
本
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
先
生
方

と
保
護
者
が
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
運
営

委
員
会
を
要
に
、
学
年
、
文

化
、
広
報
の
各
委
員
会
が
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

ス
ポ
ー
ツ
現
場
か
ら
の

「
食
育
」
を
テ
ー
マ
に
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
栄
養
サ

ポ
ー
ト
担
当
者
を
講
師
に
招

き
、
お
弁
当
作
り
の
参
考
に

な
る
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
バ
ス
研
修
会

先
生
方
と
保
護
者
の
親
睦

も
兼
ね
て
日
帰
り
バ
ス
研
修

を
企
画
。
こ
れ
ま
で
、
手
び

ね
り
や
ハ
ー
ブ
染
め
の
体
験

学
習
が
好
評
で
し
た
。

●
自
主
講
座

和
紙
を
使
っ
た
絵
の
イ
ン

テ
リ
ア
作
り
。
土
曜
の
午
後

の
ひ
と
時
、
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
進
み
ま

す
。
完
成
作
品
は
、
紫
雲
祭

で
展
示
し
ま
す
。

●
紫
雲
祭
Ｐ
Ｔ
Ａ
展
示

体
育
祭
を
中
心
に
各
種
行

事
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、
学
校
見

学
を
兼
ね
た
来
場
者
に
広
報

誌
閲
覧
、
茶
菓
で
の
お
も
て

な
し
等
、
各
委
員
会
、
運
営

委
員
合
同
で
参
加
し
ま
す
。

●
広
報
誌
の
発
行

広
報
委
員
会
で
は
、
年

二
回
の
広
報
誌
「
む
ら
さ

き
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

学
年
ご
と
に
記
事
や
写
真

を
分
担
し
、
総
勢
二
十
二

名
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

の
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

二
十
年
度
は
「
特
別
賞
」、

二
十
一
年
度
は
「
校
長
協

会
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
見
学
会

警
視
庁
や
旧
法
務
省
を
見

学
後
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞

へ
。
応
募
者
が
多
く
毎
年
満

員
御
礼
状
態
と
な
り
ま
す
。

●
卒
業
対
策
委
員
会

卒
業
記
念
品
と
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
撮
っ
た
三
年
間
の
ビ

デ
オ
や
写
真
を
編
集
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
二
枚
組
を
三
百
セ
ッ
ト

製
作
し
、
三
年
生
に
配
布
。

忙
し
く
て
行
事
を
見
逃
し
て

し
ま
っ
た
保
護
者
か
ら
感
謝

さ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
か
ら

も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

「青春白書全国か らの便り
―輝く姿がこ こにある」vol.１２

未来を見つめ、夢を追い求め、 ひたすらに頑張る子どもたち。
その子どもたちを熱意 をもって導く先生たち、

そしてＰＴ Ａの仲間の姿をお伝えします。

東
京
都
立
文
京
高
等
学
校

校
訓
　
「
至
誠
一
貫
」

夢
を
叶
え
る
通
り
道
　
～
努
力
の
汗
　
感
動
の
涙
　
僕
ら
の
本
気
が
文
京（
コ
コ
）に
あ
る
～

体育祭
生徒入場と多くの保護者

正門から中庭

紫雲祭（文化祭）
野外演奏と多くの来客

バス研修会
河口湖にてハーブ染め
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【
学
校
の
概
況
】

本
校
は
、
知
床
半
島
唯
一

の
高
校
と
し
て
昭
和
三
八
年

「
北
海
道
標
津
高
等
学
校
」

の
分
校
（
定
時
制
一
間
口
）

と
し
て
開
校
。
昭
和
五
〇
年

に
二
間
口
の
全
日
制
普
通
科

と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。
現

在
の
校
舎
は
知
床
連
山
の
す

そ
野
に
あ
た
る
丘
の
中
腹
に

あ
り
、
眼
下
に
は
国
後
島
を

臨
む
環
境
に
あ
り
ま
す
。「
海

峡
を
埋
め
尽
く
す
流
氷
、
息

を
も
止
め
る
吹
雪
の
猛
威
な

ど
知
床
の
厳
し
い
自
然
と
対

峙
し
、
そ
の
厳
し
さ
の
よ
う

に
自
己
を
厳
し
く
律
し
、
常

に
反
省
を
忘
れ
な
い
自
己
を

確
立
し
よ
う
」
の
旨
を
校
訓

と
し
て
い
ま
す
。

平
成
一
九
年
度
か
ら
、
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境

の
中
で
、
生
徒
一
人
一
人
の

個
性
や
可
能
性
の
伸
長
を
図

り
、
確
か
な
学
力
の
定
着
を

目
指
す
と
と
も
に
、
ふ
る
さ

と
羅
臼
に
、
誇
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
、

町
内
四
つ
（
現
在
二
つ
）
の

中
学
校
と
連
携
す
る
「
羅
臼

町
中
高
一
貫
教
育
」
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
学
習
部
会
、

総
合
学
習
部
会
、
特
別
活
動

部
会
を
中
心
に
、
中
高
一
貫

教
育
の
趣
旨
を
生
か
し
た
六

年
間
を
見
通
し
て
の
継
続
的

な
指
導
に
よ
り
、
生
徒
個
々

の
個
性
や
可
能
性
の
伸
長
を

図
る
教
育
活
動
が
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
特
色
あ
る
教
育
活
動
】

①
知
床
学

中
高
一
貫
教
育
の
連
携
の

柱
の
一
つ
「
郷
土
愛･

勤
労

観
の
育
成
」
を
推
進
す
る
た

め
に
「
知
床
羅
臼
町
の
豊
か

な
自
然
や
産
業
な
ど
、
地
域

理
解
を
深
め
、
郷
土
に
誇
り

を
持
つ
人
格
の
形
成
」
を
図

る
「
知
床
学
」
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
学

一
年
と
三
年
、
高
校
二
年
を

対
象
と
し
て
知
床
財
団
の
協

力
を
得
て
行
う
「
ク
マ
学

習
」、
中
学
二
年
と
高
校
一

年
、
三
年
を
対
象
と
し
て
、

実
際
に
川
や
海
に
で
か
け
て

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通

じ
、
地
元
の
自
然
に
つ
い
て

学
び
理
解
す
る
「
生
態
系
学

習
」、
町
内
全
中
高
生
徒
を

対
象
と
し
た
「
合
同
講
演

会
」、
中
学
校
、
高
校
別
に

行
う
「
水
産
に
関
す
る
講
演

会
」
を
実
施
。
そ
の
他
、
各

校
推
進
事
業
と
し
て
、
各
校

で
取
り
組
む
「
地
域
学
習
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
自
然
環
境
科
目
群

二
学
年
か
ら
進
学
者
向
け

の「
文
理
コ
ー
ス
」と
就
職
者

向
け
の「
実
務
コ
ー
ス
」の
二

コ
ー
ス
制
に
分
か
れ
、
さ
ら

に
そ
の
両
方
の
コ
ー
ス
か
ら

選
択
で
き
る
中
高
一
貫
教
育

「
知
床
学
」と
の
連
携
を
図
っ

た
「
自
然
環
境
科
目
群
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
知
床
概

論
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
・
野
外
観
察
・
海

洋
生
物
・
野
外
活
動
・
観
光

基
礎

な
ど

は
設

定
さ

れ
て

い
ま

す
。
知
床
半
島
の
自
然
や
野

生
動
物
の
生
態
・
環
境
に
つ

い
て
、
体
験
的
な
学
習
を
通

し
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

③
特
別
活
動
で
の
取
組

町
の
一
大
行
事
で
あ
る
知

床
開
き
に
お
い
て
百
名
以
上

の
生
徒
が
参
加
し
て
演
舞
を

す
る
知
床
豊
漁
の
舞
や
、
全

校
生
徒
に
よ
る
知
床
横
断
遠

足
で
の
ゴ
ミ
拾
い
と
交
通
安

全
の
呼
び
か
け
、
中
高
生
徒

全
員
が
町
内
に
点
在
す
る
各

漁
港
を
清
掃
す
る
町
内
一
斉

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
、
体
験
的
・
奉
仕
的
な
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
】

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
積
極
的
で

創
造
的
な
活
動
を
長
年
に
わ

た
っ
て
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
地
域
的
事
情
に
よ
っ
て

経
験
が
浅
く
、
異
動
も
頻
繁

な
職
員
集
団
を
支
え
て
、
自

主
性
と

創
造
性

を
発
揮

し
た
次

の
よ
う

な
活
動

を
継
続

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

①
父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
屋
台

学
校
祭
の
際
に
、
焼
き
鳥

や
つ
ぶ
焼
き
な
ど
地
元
な
ら

で
は
の
食
材
を
用
意
し
た
屋

台
を
出
し
、
生
徒
の
み
な
ら

ず
、
一
般
の
来
校
者
に
も
喜

ば
れ
、
学
校
行
事
へ
の
積
極

的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
知
床
横
断
遠
足
で
の
支
援

安
全
指
導
や
ゴ
ー
ル
で
の

う
ど
ん
の
提
供
等
の
協
力
を

し
て
い
ま
す
。
特
製
の
う
ど

ん
は
、
生
徒
に
好
評
で
何
杯

も
お
か
わ
り
す
る
生
徒
が
出

ま
す
。

③
Ｐ
Ｔ
Ａ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

年
に
一
度
、
保
護
者
・
教

職
員
が
一
緒
に
軽
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
楽
し
み
、
そ
の
後
の

懇
親
会
で
大
い
に
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。

④
学
校
開
放
講
座

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
企
画
・
運
営
で

開
催
し
、
そ
ば
打
ち
講
習
や

パ
ソ
コ
ン
講
習
な
ど
、
学
校

関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
地
域

の
方
々
に
も
参
加
を
募
り
、

学
校
と
地
域
と
の
結
び
つ
き

を
強
め
て
い
ま
す
。

⑤
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り

学
校
の
近
況
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

諸
活
動
の
報
告
等
の
た
め
、

年
三
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
を
発

行
し
、
町
内
全
戸
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

⑥
巡
回
活
動

知
床
開
き
や
漁
火
ま
つ
り

な
ど
、
年
３
回
の
町
内
祭
典

で
巡
視
を
行
い
、
生
徒
達
の

健
全
育
成
の
一
貫
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
様
々
な
活

動
を
通
し
て
、
羅
臼
高
校
の

教
育
活
動
を
陰
に
日
向
に
支

え
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
誠
に

力
強
い
存
在
で
あ
り
、
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
の
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
活
動
ぶ
り
が
生

徒
達
に
明
日
の
元
気
を
与
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

「青春白書全国か らの便り
―輝く姿がこ こにある」vol.１２

未来を見つめ、夢を追い求め、 ひたすらに頑張る子どもたち。
その子どもたちを熱意 をもって導く先生たち、

そしてＰＴ Ａの仲間の姿をお伝えします。

北
海
道
羅
臼
高
等
学
校

校
訓
「
知
床
の
自
然
の
如
く
　
厳
し
く
美
し
く
羅
臼
岳
の
如
く
　
悠
然
と
」

～
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
生
徒
一
人
一
人
の
個
性
や
可
能
性
を
伸
ば
す
教
育
を
目
指
す
～
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　　　『ケータイ甲子園２０１０』
「第１回全国高校生ケータイ利用コンクール『ケータイ甲子園

２０１０』」は、高校生によるケータイの自主的な活用法を集め、優れ

た事例を表彰することによって、ケータイのポジティブな使い方を

広め、問題点についての理解を深め、賢い対応法が身につくことを

目的として実施し、全国１７都道府県、３０校、３５チームからのご応募

がありました。沢山のご応募、誠にありがとうございました。応募

いただいた作品は、第１回大会とは思えないほど、高校生の皆さん

の思いがこもった力作ばかりです。http://www.kt-koshien.jp/

この本選大会は平成２３年３月１３日に実施の予定でしたが、３月１１

日に発生した東日本大震災の影響により、当日の開催はやむなく

いったん中止といたしました。しかし、全国大会への出場を楽しみ

に準備を重ねてきた出場チームのことを考え、できれば日程を変更

した上で、当初予定に沿って大分で開催する方向で、その可能性を

検討することといたしました。開催時期については、新年度前半を

目標としつつ、震災の影響で状況が流動的であるため、今後の社会的情勢を考慮した上で決定するものといたし

ます。また全国大会は、当初予定の１０チームの参加で実施する方針ですが、開催時期や発表方法、審査方法など

を含めて、柔軟に対応する予定です。

関係者のみなさまには、ケータイ甲子園の開催に向け、多大なご協力をいただき心から感謝申し上げます。開

催延期により、さらにご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、どうぞご事情をご理解いただき、引き続

きご協力いただけますよう、何卒お願い申し上げます。

◆出場校発表内容

主催：ケータイ甲子園実行委員会、共催：安心ネットづくり促進協議会、大分合同新聞社

後援：内閣府、総務省、経済産業省、大分県、大分県教育委員会、社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会、朝日新

聞社、日刊工業新聞社、毎日新聞社、読売新聞西部本社、共同通信社、時事通信社、ＮＨＫ大分放送局、ＯＢＳ

大分放送、ＴＯＳテレビ大分、ＯＡＢ大分朝日放送、讀賣テレビ放送　　

◆お問合せ：社団法人ハイパーネットワーク社会研究所内ケータイ甲子園事務局

　　　　　　０９７－５３７－８１８０　info@kt-koshien.jp（渡辺・工藤）

◇コミュニケーション部門

弓削商船高等専門学校（愛媛県）｢ＳＮＳとメーリングリスト
で作る島っ子ミュニケーション」学校が瀬戸内海の小さな島に
ある為、ＳＮＳを活用して、遠くに住んでいるクラスメイトの
日常を知り、クラスの絆を深めた。

大分県立別府青山高等学校 ｢心温かいケータイ活用」をめざし
て」生徒に携帯電話活用に関するアンケート調査を実施し、パ
ンフレットを作成。生徒会と連動し、生徒の意識改革の為に校
内にポスターの掲示を行った。

自由学園高等科（東京都）｢同世代コミュニケーションからの提
言｣ 携帯電話に関する犯罪に巻き込まれない方法、携帯電話に
依存せずに人と付き合う方法等を小中学生にレクチャーし、ア
ンケートを取り、結果から携帯電話への理解を考察。

岐阜県立岐阜総合学園高等学校 ｢Mobile 広報プロジェクト」
地域や保護者の方々と行う活動の広報用のチラシをＷＥＢ上に
作成しＱＲコードを用いて携帯での閲覧を容易にした。

奈良県立奈良朱雀高等学校 ｢環境美化日常的ビフォーアフター
ケータイ Photo コンテストの実施」　校内美化の為、校内で汚
れが目立つ所を携帯電話で撮影し、清掃活動を行った後、改め
て同じ場所を撮影する。写真のコンテスト形式で校内美化の意
識を高めた。

栃木県立佐野松陽高等学校 ｢ケータイで修学旅行を楽しくしよ
う｣　修学旅行に行く際、旅行先での情報共有を目的に、生徒
自身が提示版サイトの作り方を調べ、携帯電話で写真を撮影し、
投稿できるサイトを設置した。

◇アート＆サイエンス部門

滋賀県立甲南高等学校 ｢薬草データベースを引き継ぎよりよい
ものに」　フィールドワークの際に撮影した写真を学校のパソ
コンに送り、ＤＢを充実させる。また、ネームプレートにＱＲ
コードを印刷しており、携帯での薬草情報確認も可能。

北海道滝川高等学校 ｢シート de CORATION」携帯電話の待受画
面と携帯電話のフレーム部分をコーディネートした新感覚アート
な携帯デコレーションを提案。専用のアプリケーションを使用し、
自分好みのデコレーションを誰でも制作出来るアイディアを考案。

大分県立別府青山高等学校 ｢Let's making 温もり着信音！」着信
音を自分で作成してみたいという意見を元に「SoundEngineFree」
というソフトウェアを利用して、自分たちの録音した声で着信音
を作成した。温もりのある着信音が出来上がった。

岡山県立岡山工業高等学校 ｢ＰＩＣエミュレータ　ＰｉＱ」制
御用ＩＣ（ＰＩＣ）のエミュレーターを開発。このエミュレー
ターを携帯電話用に移植し、携帯電話だけで制御実習が出来る
ようにした。場所を選ばずに授業の予習・復習が可能となった。
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平
成
２２
年
度
第
二
回
総
会

が
２
月
５
日
、
文
部
科
学
省

社
会
教
育
課
長
の
ご
臨
席
の

も
と
に
開
催
さ
れ
た
。ま
た
、

会
長
・
事
務
局
長
会
議
は
翌

６
日
に
開
か
れ
た
。

総
会
の
冒
頭
、
髙
間
專
逸

会
長
か
ら
、
国
の
動
き
が
混

迷
す
る
中
で
、
全
高
Ｐ
連
は

国
の
状
況
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、
県
高
Ｐ
連
は
都
道
府
県

と
協
議
す
る
な
ど
、全
国（
高

Ｐ
）
と
県（
高
Ｐ
）連
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
し
っ
か
り

担
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
を
応
援
し
た
い
と
挨
拶

が
あ
っ
た
。

議
事
に
入
り
、
こ
れ
ま
で

の
委
託
事
業
や
、
薬
物
乱
用

防
止
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行

事
業
が
、
助
成
元
の
事
情

で
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
は
あ
る
も
の
の
、

平
成
２３
年
度
事
業
計
画
な

ら
び
に
予
算
案
が
審
議
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。

〈
事
業
計
画
〉

２３
年
度
の
事
業
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
引

き
続
き
継
続
さ
せ
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

し
か
し
、
現
状
の
予
算
規

模
で
は
、
助
成
元
な
ど
環
境

に
影
響
さ
れ
な
い
自
主
財
源

で
の
事
業
推
進
が
む
ず
か
し

い
こ
と
か
ら
、髙
間
会
長
は
、

全
高
Ｐ
連
事
業
の
精
査
と
今

後
の
会
費
に
つ
い
て
検
討
す

る
委
員
会
を
新
た
に
設
置
す

る
と
の
方
針
を
述
べ
た
。

主
な
事
業
内
容
は
本
紙
１０

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

〈
４
年
後
の
全
国
大
会
〉

平
成
２６
年
度
第
６４
回
全
国

大
会
の
開
催
を
福
井
県
に
依

頼
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

福
井
県
高
Ｐ
連
会
長
揚
原
氏

か
ら
は
、「
開
催
に
向
け
て

準
備
し
た
い
」
と
力
強
い
決

意
表
明
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
他
報
告
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
。

〈
新
法
人
へ
向
け
て
〉

法
律
が
改
正
さ
れ
、
新
し

い
法
律
に
お
け
る
法
人
に
移

行
す
る
ま
で
の
間
、
全
高
Ｐ

連
は
現
在
、
特
例
民
法
法
人

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
平
成
２４
年
４

月
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
に

移
行
す
る
方
向
で
準
備
を
進

め
て
き
た
。

全
高
Ｐ
連
と
し
て
は
一
般

社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
総
会
に
諮

り
承
認
を
得
た
い
考
え
だ
。

〈
講
演
〉

高
校
生
の
自
転
車
自
己
責

任
を
考
え
る

弁
護
士
　
高
山
　
俊
吉
氏

総
会
の
議
事
終
了
後
、
高

山
弁
護
士
に
よ
る
講
演
会
が

催
さ
れ
た
。
高
山
弁
護
士
は

交
通
事
故
に
関
す
る
民
事
賠

償
請
求
事
件
に
長
く
か
か
わ

り
、
交
通
安
全
教
育
に
も
造

詣
が
深
い
こ
と
か
ら
、
具
体

的
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

中
で
も
、
自
転
車
事
故
で

怪
我
を
さ
せ
、
裁
判
の
結

果
、
保
護
者
で
は
な
く
中

学
生
本
人
に
数
千
万
円
の

賠
償
請
求
が
さ
れ
た
事
例

な
ど
は
、
身
近
な
問
題
と

し
て
賠
償
保
険
の
大
切
さ

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

会
長
・
事
務
局
長
会
議

本
年
度
第
二
回
会
長
・
事

務
局
長
会
議
で
は
、
冒
頭
に

昨
年
夏
行
わ
れ
た
生
徒
と

保
護
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
「
高
校
生
　
生
活
・
意
識

調
査
」
の
結
果
分
析
を
中
心

に
、
京
都
大
学
准
教
授
木
原

雅
子
氏
の
報
告
が
あ
っ
た
。

高
校
生
の
学
習
時
間
が
昨
年

よ
り
も
少
な
く
な
っ
て
い
る

な
ど
、
心
配
な
結
果
が
報
告

さ
れ
た
。
本
紙
４
ペ
ー
ジ
を

参
照
さ
れ
た
い
。

次
い
で
北
海
道
大
会
に
つ

い
て
の
案
内
と
説
明
、
ほ
か

保
険
会
社
よ
り
賠
償
責
任
補

償
制
度
に
関
係
す
る
支
払
い

状
況
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

児
童
福
祉
週
間

毎
年
５
月
５
日
の
子
ど
も

の
日
か
ら
一
週
間
を
児
童
福

祉
週
間
と
定
め
て
お
り
ま

す
。
各
団
体
・
組
織
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
内
閣
府
）

第
二
回
総
会
・
会
長
事
務
局
長
会
議
報
告

組
織
の
役
割
を
果
た
し
て
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
た
い

組
織
の
役
割
を
果
た
し
て
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
た
い



（10）㈳全高Ｐ連会報〈第６９号〉平成２３年４月２５日

〈
基
本
方
針
〉

「
教
育
振
興
基
本
計
画
」

に
は
「
社
会
全
体
で
教
育
の

向
上
に
取
り
組
む
」
こ
と
が

示
さ
れ
て
お
り
、
身
近
な
場

所
で
の
子
育
て
等
の
支
援
を

謳
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

活
動
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
子

育
て
支
援
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
そ
し
て
子
育
て
支
援
の

適
正
を
図
り
充
実
を
期
す
る

た
め
に
は
、
自
ら
が
調
査
研

究
し
た
り
、
研
修
に
努
め
た

り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

本
連
合
会
は
、
社
会
環
境

が
大
き
く
変
化
を
遂
げ
る
な

か
で
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
・

発
達
に
力
を
注
ぐ
の
み
な
ら

ず
、
阻
害
要
因
か
ら
守
り
防

ぐ
た
め
の
情
報
収
集
及
び
そ

の
周
知
を
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

事
業
計
画
（
抜
粋
）

○
高
校
生

生
活
・
意
識
調

査昨
年
に
引
き
続
き
高
校
生

の
実
態
調
査
を
行
い
継
続
的

に
高
校
生
の
現
状
を
探
る
。

調
査
対
象
は
全
国
４５
校

の
高
校
二
年
生
で
、
延
べ

７
，
５
０
０
名
を
予
定
し
て

い
る
。

昨
年
度
の
調
査
で
は
家
庭

で
の
学
習
時
間
が
一
昨
年
に

ま
し
て
激
減
し
て
お
り
、
学

校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な

い
子
ど
も
た
ち
が
増
加
し
て

お
り
心
配
さ
れ
て
い
る
。

２１
年
度
調
査
に
つ
い
て

は
昨
年
５
月
、
日
本
経
済
新

聞
が
「
高
校
生
　
授
業
脱
落

４
人
に
１
人
」
の
見
出
し
で

取
り
上
げ
、
地
域
・
家
庭
で

支
援
が
必
要
と
報
じ
た
。

○
第
５
回
「
高
校
生
と
保
護

者
の
進
路
に
関
す
る
意

識
調
査
」

子
供
た
ち
の
労
働
観
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
リ

ク
ル
ー
ト
社
と
共
同
で
調
査

を
実
施
す
る
。
調
査
は
隔
年

で
行
っ
て
お
り
、
調
査
対

象
は
全
国
２７
校
の
高
校
二

年
生
と
そ
の
保
護
者
で
約

２
，
２
０
０
名
を
予
定
し
て

い
る
。

前
回
の
調
査
に
つ
い
て

は
昨
年
４
月
、
読
売
新
聞
が

「
進
路
の
助
言
困
難
７５
％
　

高
校
生
の
親
三
割
は
経
済

的
理
由
」
の
見
出
し
で
取

り
上
げ
た
。

○
薬
物
乱
用
防
止
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
『
う
ち
の
子
に

限
っ
て
』
は
危
険
で
す
」

の
発
行

高
校
生
を
も
つ
保
護
者
を

対
象
と
し
て
、
有
害
薬
物
か

ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
啓

発
活
動
を
継
続
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
有
害
情
報
が

氾
濫
す
る
中
で
の
ネ
ッ
ト
社

会
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
を
行
う
。

〈
全
国
大
会
〉

第
六
十
一
回
全
国
大
会
北

海
道
大
会
は
札
幌
市
内
の
北

海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

「
北
海
き
た
え
ー
る
」
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
、
開
催
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち

　
輝
け
！
人
・
夢
・
愛
　
ひ

た
む
き
に
頑
張
る
君
た
ち
を

応
援
し
た
い
」。

日
程
は
８
月
２４
日
か
ら
２６

日
の
３
日
間
。

【
１２
ペ
ー
ジ
参
照
】

〈
地
区
大
会
〉

２３
年
度
の
地
区
大
会
は

全
国
九
地
区
で
開
催
さ
れ

る
。
日
程
と
主
な
開
催
地
は

つ
ぎ
の
と
お
り
。

・
北
海
道
地
区
大
会

６
月
１１
日（
土
）札
幌
市

・
東
北
地
区
大
会

７
月
７
日（
木
）・
８
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
仙
台
市

＊
東
北
地
区
大
会
に
つ
い
て

は
、
震
災
の
影
響
で
日
程
な

ど
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。

・
関
東
地
区
大
会

７
月
８
日（
金
）・
９
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
宇
都
宮
市

・
東
京
地
区
大
会 

７
月
９
日（
土
）千
代
田
区

・
北
信
越
地
区
大
会

７
月
８
日（
金
）・
９
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
金
沢
市

・
東
海
地
区
大
会

６
月
１６
日（
木
）岐
阜
市 

・
近
畿
地
区
大
会

７
月
１
日（
金
）・
２
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
大
津
市
　 

・
中
国
四
国
地
区
大
会 

７
月
１５
日（
金
）広
島
市

・
九
州
地
区
大
会

６
月
１６
日（
木
）・
１７
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
宜
野
湾
市

〈
広
報
活
動
〉

全
高
Ｐ
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と「（
社
）全
高
Ｐ
連
会
報
」

を
一
層
充
実
さ
せ
て
、
本
会

の
活
動
を
早
く
正
確
に
広
く

周
知
し
て
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
資
す
る
。

平
成
二
十
三
年
度
（
社
）全
高
Ｐ
連
活
動
方
針
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健
全
育
成
委
員
会

委
員
長
　
揚
原
　
安
麿

本
年
度
は
当
委
員
会
に

と
っ
て
、
転
換
点
と
な
る
年

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
全
高

Ｐ
連
の
事
業
は
、
地
区
・
県

連
・
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
文
科
省
や
宝
く
じ
財
団

の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
事
業
仕
分
け
に
象
徴
さ

れ
る
公
と
し
て
の
お
金
の
使

い
方
の
見
直
し
の
中
で
、
本

当
に
や
り
た
い
こ
と
は
自
ら

の
意
思
と
力
で
や
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

「
高
校
生
の
実
態
調
査
」

も
、「
薬
物
乱
用
防
止
の
パ

フ
レ
ッ
ト
」
も
、
意
義
深
い

事
業
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら

な
く
て
も
、
そ
れ
を
自
己
資

金
で
で
も
実
施
す
る
気
概
が

な
け
れ
ば
、
継
続
が
困
難
と

な
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
実
態

調
査
は
、
日
本
財
団
殿
の
ご

理
解
で
次
年
度
三
百
万
円
近

い
助
成
を
い
た
だ
き
、
継
続

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

長
期
的
に
は
、
会
費
の
値

上
げ
も
含
め
た
自
己
資
金
で

の
運
営
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
貴
重
な
財

源
と
皆
様
の
汗
を
投
入
し
て

行
う
事
業
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

更
に
有
意
義
な
目
標
と
や
り

方
を
模
索
す
る
こ
と
が
委
員

会
の
責
任
と
思
い
ま
す
。

進
路
対
策
委
員
会

委
員
長
　
池
内
　
勝
彦

①
次
年
度
の
第
五
回
「
高
校

生
と
保
護
者
の
進
路
に
関

す
る
意
識
調
査
」
の
実
施

に
つ
い
て

：

第
四
回
迄

の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
調

査
を
委
託
す
る
リ
ク
ル
ー

ト
社
に
対
し
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
項
目
や
集
計
方
法

に
つ
い
て
の
要
望
事
項
を

討
議
し
ま
し
た
。

②
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
に
対
す
る
雇
用
促
進
に

つ
い
て

：

引
き
続
き
厳

し
い
雇
用
情
勢
が
続
く

中
、
文
案
の
検
討
だ
け
で

な
く
よ
り
有
効
な
要
望
方

法
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま

し
た
。

③
本
年
度
の
総
括

：

昨
年

度
に
実
施
し
た
第
四
回

「
高
校
生
と
保
護
者
の
進

路
に
関
す
る
意
識
調
査
」

調
査
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
は
全
国
大
会
で
内

容
紹
介
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま

た
新
規
卒
業
予
定
者
に

対
す
る
雇
用
促
進
（
六

月
）・
雇
用
確
保
（
十
月
）

に
つ
い
て
の
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

調
査
広
報
委
員
会

委
員
長
　
榊
原
　
綾
子

第
三
回
委
員
会
で
は
、
ま

ず
前
号
の
総
括
と
今
号
の
企

画
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
読
者
で
あ
る
会
員
の
皆

様
に
よ
り
関
心
を
持
っ
て
会

報
を
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
、
表
紙
の
使
い
方
を
検
討

し
ま
し
た
。
そ
の
号
の
内
容

が
つ
か
み
と
れ
る
よ
う
な
目

次
の
作
り
方
を
し
て
み
よ
う

と
、今
号
で
は
二
段
の
ス
ペ
ー

ス
を
使
っ
て
み
ま
し
た
。

次
年
度
へ
の
申
し
送
り
に

つ
い
て
は
、
会
報
シ
リ
ー
ズ

の
継
続
、
全
国
大
会
北
海
道

大
会
で
の
「
全
国
単
位
Ｐ
Ｔ

Ａ
広
報
紙
展
示
」
事
業
の
実

施
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
力
を
入
れ
て
い
た

紙
面
の
改
革
を
さ
ら
に
進
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

全
高
Ｐ
連
の
情
報
発
信
源
と

し
て
の
役
割
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
委
員
会
と
し
て
最

重
要
課
題
と
捉
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
の
存
在
を

Ｐ
Ｒ
し
、
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
方
策
な
ど
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
し
た
。
ま
ず

は
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
、
そ

し
て
お
一
人
お
ひ
と
り
の
言

葉
で
伝
え
広
げ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ご

協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

研
修
委
員
会

委
員
長
　
松
本
　
衆
司

第
四
回
の
研
修
委
員
会
は

全
国
大
会
東
京
大
会
の
報

告
、
次
年
度
開
催
の
北
海
道

大
会
の
取
り
組
み
状
況
の
確

認
、
課
題
等
の
検
討
、
大
会

宣
言
の
確
認
等
を
行
い
ま
し

た
。
又
、
次
々
年
度
開
催
の

和
歌
山
大
会
か
ら
は
、
大
会

概
要
案
の
提
出
が
あ
り
、
並

び
に
特
別
第
三
分
科
会
の

テ
ー
マ
を
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
と
す
る
こ

と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
「
全
国

大
会
の
あ
り
方
・
持
ち
方
に

つ
い
て
の
申
送
り
事
項
」
に

関
し
て
は
、
十
一
月
に
開
催

し
た
第
三
回
の
研
修
委
員
会

に
お
い
て
、
そ
の
検
討
が
な

さ
れ
、
今
回
の
委
員
会
で
全

国
ど
の
都
道
府
県
市
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
が
主
管
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
時
で
も
活
用

す
る
こ
と
の
出
来
る
開
催
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、
成
案
を

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
し
か
し
、
周
知
徹
底
の

面
か
ら
、
次
年
度
の
北
海
道

大
会
で
の
活
用
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
続
く
和
歌
山

大
会
、
山
口
大
会
に
関
し
て

言
え
ば
、
今
回
策
定
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
、
全
国

大
会
の
運
営
が
な
さ
れ
る
事

と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
賠
償
責
任
補
償
制
度

運
営
委
員
会

委
員
長
　
相
川
　
順
子

昨
年
度
か
ら
の
懸
案
で
あ

り
ま
し
た
制
度
維
持
を
す
る

事
を
目
的
と
し
て
、
掛
け
金
値

上
げ
の
議
論
を
経
て
二
十
二

年
六
月
総
会
に
て
報
告
し
、

二
十
三
年
四
月
か
ら
三
百
円
の

掛
け
金
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
制
度
の
内
容

や
利
用
状
況
の
確
認
を
す
る

と
と
も
に
、
自
転
車
事
故
防

止
に
向
け
た
取
組
み
を
し
な

が
ら
、
こ
の
制
度
の
普
及
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
作
成
を
し
ま
し
た
。

全
高
Ｐ
連
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
が
、
年

度
中
に
は
各
県
市
高
Ｐ
連
事

務
局
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
意
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各

地
区
ブ
ロ
ッ
ク
、
県
単
位
、

単
Ｐ
等
に
お
い
て
、
未
加
入

高
校
へ
の
普
及
等
に
活
用
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
転
車
事
故
等
が
増
え
て

い
る
中
で
万
が
一
の
事
故
事

案
に
備
え
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
こ
の
賠
償
責
任
補
償
制

度
の
理
解
を
深
め
、
更
な
る

加
入
、
加
盟
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

移
行
準
備
委
員
会

委
員
長
　
荻
荘
　
　
誠

平
成
二
十
二
年
一
月
に
開

催
さ
れ
た
本
委
員
会
に
お
い

て
、
本
連
合
会
の
在
り
方
と

し
て
公
益
法
人
へ
の
移
行
が

難
し
い
と
い
う
結
論
を
得
て
、

一
般
社
団
法
人
へ
移
行
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
三
回
の
委
員
会

と
、
拡
大
委
員
会
を
一
回
開

催
し
、
定
款
の
骨
格
づ
く
り

を
始
め
ま
し
た
。
本
年
二
月

の
第
二
回
総
会
に
定
款
の
素

案
を
提
出
し
、
今
後
は
六
月

の
総
会
に
お
い
て
承
認
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

各

委

員

会

報

告



（12）㈳全高Ｐ連会報〈第６９号〉平成２３年４月２５日

メインテーマ　『いのち　輝け！』

第６１回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会

北 海 道 大 会 の ご 案 内

第
六
十
一
回
全
国
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
北
海

道
大
会
が
平
成
二
十
三
年
八

月
二
十
四
日（
水
）二
十
五
日

（
木
）二
十
六
日（
金
）の
三
日

間
、
北
海
道
立
総
合
体
育
セ

ン
タ
ー（
北
海
き
た
え
ー
る
）

を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
い
の
ち
輝
け
！
」
で
、
サ

ブ
テ
ー
マ
に
「
～
人
・
夢
・

愛
　
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
君

た
ち
を
応
援
し
た
い
～
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

【
趣
　
旨
】

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、
私
た
ち
は
、
子
ど
も
の

「
い
の
ち
」
に
寄
せ
る
根
源

的
な
願
い
を
、
今
一
度
見
つ

め
直
し
て
み
た
い
。
人
と
自

然
が
響
き
あ
う
こ
こ
北
の
大

地
で
、
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
「
い
の
ち
」
の
現

在
と
未
来
を
見
つ
め
、
子
ど

も
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
は

何
か
、
親
と
し
て
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
、
あ

ら
た
め
て
語
り
合
い
た
い
。

※
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
は
、

北
海
道
の
木
、
花
、
鳥
を
あ

し
ら
い
、「
タ
ン
チ
ョ
ウ
」
が

未
来
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽

ば
た
く
姿
を
表
現
し
た
。「
ポ

ス
タ
ー
」
は
、
雪
の
結
晶
で
あ

る
六
角
形
を
北
海
道
に
図
案
化

し
、
中
央
に
「
ク
リ
オ
ネ
」
を

お
き
、
大
会
テ
ー
マ
の
「
い
の

ち
」
を
表
現
し
た
。
い
ず
れ
も

高
校
生
の
作
品
で
あ
る

○８月２５日（木）・８月２６日（金）会場：北海きたえーる

大 会　第１日 大会　第２日

時　間 ８月２５日（木） 時  間 ８月２６日（金）

８：３０～ 受　付 ８：３０～ 受　付

９：００～９：３０ 高校生アトラクション ９：００～９：５０ 高校生アトラクション

９：４０～１０：３０ 開会式・表彰式 １０：００～１１：１０『記念講演』
　小菅正夫氏
（前旭山動物園園長）

１０：４０～１１：５０『基調講演』
　香山リカ氏
（精神科医・立教大学教授）１１：２０～１２：００ 閉会式

大会宣言
次期開催県挨拶

１２：００～ 昼　食

１２：１０～１２：４０ アトラクション（会場移動）

１３：００～ 受　付（分科会）

１３：４０～１６：１０ 分科会（各会場）

◎分科会会場

○第１分科会：北海きたえーる ○第２分科会：札幌コンベンションセンター

○第３分科会：ニトリ文化ホール ○第４分科会：札幌パークホテル

○特別第１分科会：札幌市民ホール

○特別第２分科会：札幌市教育文化会館

○特別第３分科会：札幌プリンスホテル

みなさまのおこしを

お待ちしております！

○８月２４日（水）前日日程

　会場：ホテルライフォート札幌

時    間 行　　事

１３：００～ 受　付

１３：３０～１４：３０ 大会運営会議

１４：３０～１４：５０ 研修委員会打合せ

１５：００～１６：００ 全国事務局長会議

１５：００～１７：１５ 分科会別会議

１７：３０～１９：３０ 歓迎レセプション


